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8  .   環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果

　 並びに違反、訴訟等の有無

9  .   代表者による全体評価と見直しの結果
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１．  組織の概要

1 )   事業所名及び代表者氏名

代表取締役  　　清水　陽

2 )   所在地

本　社：静岡県静岡市清水区小島町1464番地の2

3 )   環境管理責任者氏名および担当者連絡先

環境管理責任者 清水　陽

担当者 高橋　勝吉

連絡先 本社℡：054-393-3282　FAX：054-393-3285

E-mail：ojima-d@beach.ocn.ne.jp

4 )   設立年月

平成　2年　9月　　

5 )   資本金

20,000,000円

6 )   役員等

代表取締役 清水　陽

監査役 清水　功久

7 )   事業活動の内容

【特定建設業】

許可番号  静岡県知事許可（特－4）第27048号

有効期間  令和4年7月30日～令和9年7月29日

建設業の種類  土木、とび・土工　工事業

【産業廃棄物収集運搬業許可】

許可番号  第02201129961号

有効期間

産業廃棄物の種類　廃プラスチック類、がれき類、紙くず、木くず

全組織　・　全活動

令和8年8月30日

1

8 )   対象範囲



　※自社が受注したR6年度の完成工事において、静岡県より優良工事として3件表彰されました。

静岡県経済産業部(中部農林事務所発注工事) 静岡県経済産業部(中部農林事務所発注工事)

　所長表彰　 　所長表彰　

静岡県交通基盤部(静岡土木発注工事)

　所長表彰　

2



9 )   事業の規模

単位 R4年度 R5年度 R6年度

百万円 560 480 600

人 19 19 19

㎡ 674 674 1910

10 )   事業の沿革

11 ) 事業所所在地の位置付け

(1)  都市計画法での用途地域指定

(2)  静岡県生活環境の保全等に関する条例 等での環境関連規制の地域指定

s   騒音規制 第2種区域

s   振動規制 第1種区域の2

s   悪臭規制 悪臭防止法による

s   地下水採水規制 　－

s   水質規制 水質汚濁防止法による（興津川水域）

s   大気規制 大気汚染防止法による

(3)  事業所の所在地周辺の地図

平成2年9月

現　在

　株式会社　オジマ土木　　設立

静岡県知事許可（特－4）第27048号 土木、とび・土工 工事業

3

売上高

従業員数

延べ床面積

＊R6年度：R6年10月～R7年9月

㈱オジマ土木



12 ) 会社全体の組織体制図（全サイト・事業所・営業所・支所 等含む）及び職制図

直営班1 直営班2 直営班3

13 ) 敷地図

4

代表取締役

事務関係 工事部



14 ) 環境活動組織

5

代表者

清水 陽

 環境方針の策定

 環境管理責任者の指名

 資源（人材・資金・技術）の用意

 システムの評価と見直し

環境管理責任者

清水 陽
 環境経営システムの構築・運用

 環境目標・環境活動計画の策定

 教育、訓練の計画と実施

 システムの実績を代表者に報告

経理部（事務所）

清水 千春

 環境活動計画の実施

 実施状況の確認、記録

土木部（作業所）

小岱 雄一

 環境活動計画の実施

 実施状況の確認、記録

事務局（EA21担当者）

高橋 勝吉
 データの収集、文書の作成・管理

 システム運用上の事務管理

 環境管理責任者の補佐業務



8 ）廃棄物に関する情報公開項目  

（1)   許可の内容

許可番号 許可年月日 有効年月日

2201129961 令和3年8月31日 令和8年8月30日

（2)   産業廃棄物の許可の種類

廃プラスチック類、がれき類、紙くず、木くず、繊維くず

（3)   施設等の状況

運搬車両 2ｔトラック 3ｔダンプ 4ｔダンプ

台　　　数 2 2 2

（4)   収集運搬実績

単位：ｔ

令和4年度 令和5年度 令和6年度

R4.10～R5.9 R5.10～R6.9 R6.10～R6.9

コンクリートがら 0 0 0

アスコンがら 0 0 0

木くず 0 0 0

　※下請け工事が無かったので、収集運搬の実績はありませんでした。

事業の範囲

静岡県産業廃棄物収集運搬業

廃棄物等種類
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2．  環境方針

＜行　動　指　針＞

　株式会社オジマ土木は、土木、治山林道、港湾工事等を通じ地域及び環境への

影響を考慮し、企業としての社会的責任を果たす為にエコアクション21のシステ

ムを導入し、環境活動を展開します。

　更に、地域社会と協調し、環境にやさしい経営を進めると共に、地域社会に貢

献する企業をめざし活動に取り組みます。

＜環　境　方　針＞

1). 省資源・省エネ活動を推進し、

 二酸化炭素排出量の削減に努めます。

2). 廃棄物排出量の削減とリサイクル率の向上を推進します。

3). 水使用量の削減を推進します。

4). 化学物質使用量の削減に努めます

5). 購入資源等のグリーン購入を推進します。

6). 地域との連携を密にし、地域に迷惑をかけない安心・安全

　な工事を行います。

7). 環境関連法規を遵守します。

8). 環境経営の継続的改善を推進します。

制定日 平成　27年　6月　22日

改定日 令和 　6年　7月　 1日

株式会社　オジマ土木

代表取締役　清水　陽
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3．  環境目標
環境方針に基づき、以下のような環境目標を設定し行動します。

1).CO2排出量の削減 令和3年度数値から、1％ずつ削減

2).購入電力、化石燃料の削減　　 令和3年度数値から、1％ずつ削減

3).廃棄物排出量の削減 一般廃棄物　令和3年度数値からの平均値の3％ずつ削減

産業廃棄物　令和3年度数値からの平均値の1％ずつ削減

分別処理を行い、混合廃棄物は令和3年度数値からの平均値の

20％ずつ削減

4).水使用量削減 令和3年度数値から、1％ずつ削減

5).グリーン購入の推進 同等品があれば、前向きに購入する

6).地域に迷惑をかけ 苦情件数“ 0”を目標

　ない安心安全な工事

環境目標推進表

R3年度
（環境目標値

の基準）
R4年度 R5年度

過去3年
平均値

R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

ｔ 887 2547 1225 1553 878 869 860 851

ｔ 1.0 0.0 0.0 0.3 0.8 0.6 0.4 0.3

％ 99.9 100 100 99.9 100 100 100 100

m
３ 296 130 140 189 293 290 287 284

件 4 4 4 4.0 6 6 6 6

件 苦情「0」
苦情
「0」

苦情
「0」

苦情
「0」

苦情
「0」

苦情
「0」

苦情
「0」

苦情
「0」

8

環境目標値

176,128

3,712

414

10,879

50,860

43

ベンチマーク

287,286 219,147 229,947

3,407 4,6166,578

単位

Kg-CO2

産廃・混合廃棄物

177,907

44

環境目標項目

CO２排出量削減

（1%削減）

廃棄物排出量削減

（一般廃棄物 3%減）

3,825 3,787 3,749

422 418

kg

購入電力

（1%削減）
kWh 3,864

183,409 181,575 179,741

47 454848

0

9,265

75,493

48

11,100 10,989

灯油使用量

（1%削減）
リットル 431 426

ガソリン使用量

（1%削減）
リットル 11,326 11,212

222

12,266

218

10,952

51,893 51,374
軽油使用量

（1%削減）
リットル 52,947 52,41799,529 75,990

安全安心な工事

48

産業廃棄物
リサイクル(混廃以

外)

建設副産物
（リサイクル率）

水使用量削減

グリーン購入の推
進



4．  環境活動計画
取組状況記載説明  ○：取り組んでいる、△：さらなる取り組みが必要、×：取り組んでいない、-：該当無し

取組
状況

全員 △ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ ○ △ ○ ○

事務所 〇 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

担当者 〇 〇 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △

事務所

＆現場 〇 〇 △ △ △ △ △ △ 〇 〇 〇 〇

△ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

△ △ △ △ 〇 〇 〇 〇 〇 △ 〇 〇

担当者 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

担当者 - 〇 〇 〇 〇 〇 - - - - - 〇

事務所 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

担当者 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

担当者 △ △ △ ○ ○ ○ △ △ △ ○ ○ △

全員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

担当者 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

〇 〇 〇 △ △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

△ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

建設機械等の自主点検の実施

化石燃料の削減

エコドライブの推進

全員

車両、重機のアイドリングストップの励行

近場の用事に車を使わない

共同運行推進、相乗り推奨

節電標語の掲示

エアコンの設定温度
冷房：28度、暖房：22度

R7
1月

2月 3月 4月 5月

購入電気量の削減

事務所

不在時、休憩時、昼休みの消灯

6月取組目標 取組内容 担当者
R6
10

11
月

12
月

7月 8月 9月

二酸化炭素排出量の削減

仮設材等で再使用可能なものの使用の推進

廃棄物排出量の削減、リサイクル率の向上

コピー済み用紙のメモ用紙への転用

パソコンのプレビューチェックによる印刷ミ
スの防止

資材、廃棄物等、種類毎の置場の区分と表示

倉庫横に廃棄物の分別スペースを設ける
混合廃棄物ボックスを設けるが、分別の徹底

現場

事務所
古紙として分けれるものは、処理業者へ持参
する

全員建設廃材の分別の推進

現場
リース機械は排出ガス対策型を選定する

資材の整理整頓の徹底

9



取組
状況

全員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

事務所

担当者

全員 △ △ ○ △ ○ ○ ○ ○ △ △ △ △

事務所

担当者

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

△ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

○ △ △ △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

会社周辺 全員 〇 × × × × 〇 × × × × 〇 〇

社会性 現場関係者 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

取組状況記載説明  ○：取り組んでいる、△：さらなる取り組みが必要、×：取り組んでいない、-：該当無し

8月 9月取組目標 取組内容 担当者
R6
10

11
月

12
月

R7
1月

2月 3月 4月 5月 6月 7月

△ △ △

〇 〇 〇 〇 〇 〇
事務所

△ △

倉庫横
洗車中、こまめに蛇口の開け閉めを
し、水使用量を削減する。

△ △ △ △ △ △△

〇 〇 〇 〇 〇 〇

全員
工事に伴う騒音・振動防止の推進

工事中の安全安心の確保

グリーン購入の推進

事務所

＆現場

購入資源等の認定品の有無の事前
チェックの励行

水質汚濁

地域貢献

興津川遊歩道　草刈、清掃活動

安全安心な工事の推進

現場

安全安心教育実施

水使用量の削減

こまめに蛇口を閉める

節水標語の掲示

近隣住民への工事説明等

1
0



5．  環境目標の実績
＜過去２年間の負荷実績＞

実績

単位 R4年度 R5年度 R6年度

kg-CO2 287,286 219,147 192,036

kg-CO2

②　廃棄物総排出量及び 再資源量 t 0.05 0.05 0.05

　　廃棄物最終処分量 （　　　　　　） t

最終処分量 t 0.00 0.00 0.00

再資源化率 ％ 100% 100% 100%

再資源量 ｔ 2,547 1,225 1,246

（　　　　　　） ｔ

最終処分量 ｔ 0 0 0

再資源化率 ％ 100% 100% 100%

ｍ3 130 140 196

ｍ3

ｍ3 130 140 196

ｍ3

ｍ3

kg

kg

kg

MJ 3,407 6,578 7,221

MJ 0 0 0

MJ

MJ

MJ 　 　 　

ｔ 5,312 8,850 8,137

ｔ 1,953 4,718 1,686

⑦　総製品生産量または ｔ

総商品販売量 ｔ

過去2年

④　化学物質使用量

⑤　エネルギー使用量

購入電力

建設現場の購入電気量

化石燃料

新エネルギー

その他

⑥　資源等使用量
資源使用量

循環資源使用量

製品生産量等

環境負荷低減に資する製品等

③-１　総排水量
公共用水域

下水道

③-２　水使用量

上水

工業用水

地下水

産業廃棄物

環境への負荷

①　温室効果ガス排出量
二酸化炭素

（　　　　　　　　）

一般廃棄物

11



　5-2　目標及び実績・評価（1年間）

　令和6年度（R6.10月～R7.9月）

単位
過去3年
平均値

目標値
(令和6年度)

実績
(令和6年度)

目標値に対し
ての割合

評価

Kg-CO2 229,947 177,907 192,036 108% △

kWh 4,616 3,749 7,221 193% △

ﾘｯﾄﾙ 218 418 54 13% 〇

ﾘｯﾄﾙ 10,952 10,989 10,212 93% 〇

ﾘｯﾄﾙ 75,990 51,374 63,972 125% △

kg 48 44 48 109% △

ｔ 1553 860 1246 - △

ｔ 0.3 0.4 0.0 - 〇

％ 99.9% 100% 100% - 〇

m３ 189 287 196 68% 〇

件 4 6 4 67% △

件 苦情「0」 苦情「0」 苦情「0」 ‐ ○

　産廃・リサイクル
工事内容により、発生量は左右されるが、無駄な資材は
購入しない等、現場ごと数量管理を行う。

軽油使用量

環境目標項目

軽油使用量がに増えたことで、排出量が増えた。
アイドリングストップ等、徹底する。

5月新社屋に移動したこともあり、電気量が大幅に増え
た。

冬季の灯油使用（ストーブ）があった。

目標達成できた。今後も相乗り運転等の徹底に心がけ
る。

大型機械の使用が多く、軽油使用量が多かった。

　建設副産物
　(リサイクル率)

水使用量削減

グリーン購入の推進

環境に配慮した施工
安全安心な工事

目標に対する評価

廃棄物排出量削減

　一般廃棄物

廃棄物リサイクル率向上

　産廃・混合廃棄物

二酸化炭素排出量削減

購入電力

灯油使用量

ガソリン使用量

従業員一人一人が、事務所、倉庫でのこまめな節水活動
に心がけたことで減少した。

※購入電力の排出係数は、国が公表する、令和4年度の電気事業者別二酸化炭素排出
係数：0.438を用いて算出。

エコマーク商品を積極的に購入するように努める。

次年度以降も苦情「0」が達成出来るよう努める。

事務所でのごみの発生量は変わらなかった。

分別処分を徹底し、混合廃棄物を無くすことが出来た。

〃

1
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5-3　月別使用量の比較
購入電力（ｋＷｈ）

ｋｗｈ 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 累計

前期 522 372 459 654 736 609 545 409 396 446 747 683 6578

今期 528 465 463 814 740 491 542 546 564 768 715 585 7221

ガソリン（リットル）

リットル 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 累計

前期 942 970 940 1009 713 771 709 571 549 688 677 726 9265

今期 794 726 1010 834 1142 994 839 785 794 755 715 824 10212

軽油（リットル）

リットル 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 累計

前期 2825 9020 10092 8211 9390 7445 5771 4593 5614 5675 3044 3813 75493

今期 3447 9086 9374 10844 6575 7425 5576 3033 2511 1124 2812 2165 63972
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6．環境活動の取り組み状況

　・事務所内　注意書きで、社員への意識づけ

・重機から出火　 ・重機からオイルが流出

　　消火訓練 　　油吸水マット対応訓練

　・廃棄物排出量の削減、リサイクル率の向上

　　混合廃棄物0を目指して　分別置場の整備
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・グリーン購入の推進
エコマーク商品購入

　・地域貢献活動
　定期的な地域清掃活動の実施状況
　　興津川河川清掃活動
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7.環境活動の取組結果とその評価、次年度の取組内容

取組結果の総評

環境活動計画の取組結果とその評価及び次年度の取組内容 

△

〇

3.廃棄物の排出量の削減 △

4.上下水道使用量の削減 〇

△

〇 年間を通し、苦情「0」であった。

地元での工事が多いので、地
域住民とのコミュニケーションを
積極的に行い、苦情のない現
場運営を実施する。

エコ商品に代わる物があれば、
積極的に購入していく。

従業員一人一人が節水活動う
を行い、削減できた。

洗車時及び事務所、倉庫の蛇
口のこまめな開閉の節水活動
を、従業員全員で実施する。

5.グリーン購入の実施

6.環境に配慮した施工

継続してグリーン商品の購入を
実施する。

評　　　　価

総　　評

取組内容（R6.10～R7.9） 次年度取組内容

2.化石燃料
（灯油、ガソリン、軽油）の削減

1.購入電力の削減
新社屋等の設備が拡大し、電
気使用量が大きく増えた。

従業員全員での節電意識を高
め、取組んでいく。

化石燃料の使用数量が目標値
に近づいた。

特に軽油使用量は工事内容に
左右されるが、その中でも軽減
する努力をしていく。

受注現場の工種によって、廃棄
物量は大きく左右される。

再利用できるものは、他現場で
も使用し、廃材等の処分量を減
らす。

　化石燃料は、目標値に大きく近づいた。工事の内容により左右されるが、その中でも重機のアイドリングス
トップ、現場への車両の相乗り等、実行できるものは実施し、二酸化炭素排出量の削減に努める。
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8．  環境関連法規への違反、訴訟等の有無
＜環境関連法規等の遵守状況＞

遵法評価

③がれき類

○

○

○

○

○

該当なし

該当なし

建設業法

工事現場に配置すべき技術者

○

○

〇

監理技術者等が工事現場に専任すべき工事

○

特定建設作業の届出

元請け、下請け、請負金額に係わらず配置
が必要

下請契約の請負代金の額の合計が4,500万
円以上となる場合は、特定建設業の許可が
必要になるとともに、主任技術者に代えて
配置が必要

建設工事を施工する工事現場に、当該工事について一定の資格を
有する者（主任技術者又は監理技術者）を置いて工事の施工の技
術上の管理を行うこと。

主任技術者

監理技術者

公共性のある工作物（下記参照）に関する重要な工事（請負金額
が4,500万円以上）に設置される場合には、工事現場毎に専任の者
であること。

振動規制法・静岡県生活環境の保全に関する条例

＜該当工事等＞
①舗装版破砕機を使用する作業

②ブレカーを使用する作業
該当なし

実地の確認（静岡市産業廃棄物適正処理に関する条例）

騒音規制法・静岡県生活環境の保全に関する条例

産業廃棄物管理表に関する報告書の提出

該当なし

特定建設作業の届出

＜特定建設作業＞

①削岩機を使用する作業

②バックホウを使用する作業

③トラクターシャベルを使用する作業

④ブルトーザーを使用する作業

②木くず
○

産業廃棄物保管基準

産業廃棄物委託基準

産業廃棄物管理票（5年間保管）

規制内容

労働安全衛生法

① 作業環境の確保

② 健康診断の実施
○

労働者への周知等

廃棄物処理法・静岡県産業廃棄物の適正処理に関する条例

＜産業廃棄物＞
①廃プラスチック類
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○

○

○

○

浄化槽法 -

○

受注者又は自主施工者としての実施義務（関連文書類は5年間保
管）

＜訴訟などの有無＞
  関係機関からの指摘、利害関係者、近隣住民からの訴訟等は、過去２年間ありませんでした。

分別解体及び特定建設資材の再資源化必要

＜特定建設資材＞

①コンクリート

②コンクリート及び鉄からなる建設資材

③木材

④アスファルト・コンクリート

グリーン購入法

＜一般的責務＞

物品購入等に際し、できる限り、環境物品等を選択グ
リーン購入法適合商品
（http://www.greenstation.net/）

フロン排出抑制法

エアコン

建設リサイクル法

＜対象工事等＞
①請負代金の額が500万円以上の建築物以外の

  工作物に関する工事（土木工事等）
○

重機エアコン、事務所エアコン簡易点検

浄化槽
保守点検及び11条点検
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9．  代表者による全体評価と見直しの結果

作成者：代表　　清水　陽

１．全体の評価と見直しのための個別評価 作成　令和 7年 11月 1日

確認

1 エコアクション21文書

2 環境目標及び目標達成状況

3
環境活動計画
　及び取り組み実施状況

4
環境関連法規要求一覧
及び遵守状況

5
外部コミュニケーション・対
応記録

6
問題点の是正・予防措置の
実施状況

7
取引先、業界、関係行政機
関、その他の外部動向

8 その他（　　　　　　　）

２．全体の評価と見直し結果

コ
メ
ン
ト

全
体
評
価

1 環境方針 有 無

2 環境目標・計画 有 無

3 環境活動計画・取組項目 有 無

4 環境に関する組織 有 無

5 その他のシステム要素 有 無

6 その他（外部への対応等） 有 無

今
期
全
体
の
評
価
と
見
直
し
指
示

見
直
し
指
示
内
容

項目

環境経営システムの有効性、環境
への取組の適切性等

エコアクション21の取組み状況を従業員全員が
理解し、社員一丸となって、環境活動に取り組
んでいく。

見直しの

必要性
「有」の場合の指示内容等

今
期
の
取
組
状
況
確
認

必要に応じて評価コメント記載

化石燃料は、目標値に大きく近づいた。
新社屋の電気使用量が増えたが、節電で
きるものは従業員全員で努力していく。

項目
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